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ＭＳ３４１-３３００１/２

フロントスポイラー 
取付・取扱要領書

この度はＴＲＤフロントスポイラーをお買い上げいただきありがとうございます。
本書には本商品の取付け・取扱いについての要領と注意事項を記載してあります。
取付け前に必ずお読みのうえ、正しい取付け・取扱いを実施してください。
なお、本書の取扱い上のご注意(ご使用になるお客様へ)は必ずお客様にお渡しください。

品番・適合車種

・最新の適合情報はTRDカタログサイトをご覧ください。http://www.trdparts.jp/

構成部品

※確認・本商品が到着後、すぐに本体に破損がないこと、付属品が全てそろっていることを確認してください。

  本商品は未登録車への取付けはできません。必ず車両登録後に行ってください。

以下、MS341-33002-NP(未塗装品セット)のみに同梱

②
①
№ 品　名 個数

2
フロントスポイラー 1

2
タッピングスクリュー

2

備考

③
④
⑤

Ｊナット
５×１２

2
スクエアヘッドボルト
クリップナット

⑫
⑪
№ 品　名 個数

モール (各1)

備考

⑬
⑭

黒／グレー　 L＝９５０mm

1エンブレム

1アウター別ピース
7リベット
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⑮ 1ＰＡＣプライマー Ｋ－５００

1⑥
⑦ 1
型紙
取付・取扱要領書（本書） 本書
⑧ 1デイタイムランニングランプセット
⑨ (各1)

(各1)
グリルモール ＲＨ 黒／グレー
⑩ グリルモール ＬＨ 黒／グレー

６×１５

ｶﾑﾘ 　'１７．０７～

MS341-33001-A1

MS341-33001-C0

MS341-33002-NP

品番 塗装色 備考

ﾌﾟﾗﾁﾅﾑﾎﾜｲﾄﾊﾟｰﾙﾏｲｶ          （089）

ｱﾃｨﾁｭｰﾄﾞﾌﾞﾗｯｸﾏｲｶ　　       （218）

未塗装品 　　　　　(ﾌﾟﾗｲﾏｰ処理品)



⑪～⑮は未塗装品にのみ同梱

構成部品図

①

③② ④ ⑤

ＰＡＣプライマー
K－５００

　　　
　　　　　　　　　　

引火性固体 危険等級Ⅲ

切り口 有効期限/ＬＯＴ Ｎｏ:枠外に記載

火気厳禁

湿分・水分厳禁

接着促進剤

内用物重量：3.5ｇ

３Ｍ

⑭ ⑮⑬⑫

⑪

型紙
注意事項
・取り扱いには十分注意してください

構成部品

使用道具

この度は、本製品をお買上げ下さい
まして誠に有り難うございます。

・ドライバー・スパナ
・トルクスレンチ

○○○○○

取付説明書
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⑦

⑧ ⑨ ⑩

⑥



！

！

 やってはいけないこと 

 
 

 

アドバイス

注意

警告

！

！

！

！

！

！

！

！
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！
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！

！

作業を行う前に必ずお読みになり、安全で確実な取付け作業を行ってください。
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警告

注意

！

！
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取付上のご注意（取付作業者の方へ）

この内容に従わず、誤った取付け・取扱いを行うと生命の危険または、
重大な傷害等を負う可能性がある内容について記載しています。

注意事項を守らないで、誤った取付け・取扱いを行うと事故につながったり、
ケガをしたり、車両を損傷する等の恐れがある事を記載しています。

スピーディに作業していただく上で知っておいていただきたいことを
記載しています。

必ず行なっていただくこと

本商品への改造・加工、及び適合車種以外への装着は、重大な事故や故障を招く恐れがありますので
絶対に行わないでください。

本商品の取付け・交換は、該当車両の修理書(トヨタ自動車㈱発行)に従い、本書の注意事項をまもり
作業を行ってください。

取付け作業は規定トルクに従って、確実に締付けてください。締め付けが足らないと脱落などにより
重大な事故や故障を招く恐れがあります。

本商品を取付け前に、本体・構成部品がすべて揃っていること、損傷や不具合が無いことを確認して
ください。取付け後に発覚した損傷や不具合のクレームには、対応できない場合があります。

本商品の取付けは、キズ付き防止のため保護シートの上で取扱いを行ない、同時に取付け部位を保護材にて
養生をした上で作業を行ってください。取付け作業時のキズ付きや破損に十分に注意してください。

脱脂作業について（別添の脱脂作業要領も参考にしてください。）

脱脂作業を行う際は、清潔なウエスを使用して、ホワイトガソリン、イソプロピルアルコール(ＩＰＡ)
または「(株)タクティー取扱いのシリコンオフ」を使用して確実な脱脂を行ってください。
指定以外のシリコンオフは使用しないでください。

脱脂作業にボディーコーティング等の下地処理剤や、パーツクリーナー、ブレーキクリーナーなどの溶剤は
絶対に使用しないでください。正しく脱脂が出来ず浮き、剥がれの原因となります。

両面テープについて
脱脂作業を怠ると両面テープを接着しても剥がれます。

両面テープは一度貼り付けてから剥がしますと、接着力は低下しますので再貼り付けはできません。

本商品の両面テープは、環境温度が２０℃以下の低温時には接着能力が著しく低下します。
温度が足らないと両面テープが剥がれます。

両面テープの圧着は４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上(車両が軽く揺れる程度)で確実に行ってください。
圧着が足らないと両面テープが剥がれます。

本商品の取付け後２４時間は、洗車や水(水拭きを含む)・雨などが、かからないようにしてください。
装着後の注意事項を守らなかった場合、製品の浮き、剥がれの原因となります。

未塗装品の塗装作業について

本商品は塗装前に下地処理が必要です、必ずサフェーサー塗装から始めてください。

本商品に塗装をする際は、両面テープを全面マスキングしてください。

乾燥させる際は製品の変形の無いよう固定してください。又、乾燥温度が高いと変形やひび割れを
起こしますので７０℃以下で乾燥させてください。

取付けが終わったら
取付け後、本商品と車両との干渉が無いことを確認してください。

作業にバッテリーのマイナス端子を外した場合は、作業終了後にシステム設定・確認を行ってください。



 2.図２のようにグリルモールＬＨ⑩の離型
　 紙を全て剥がす。　　　(左右各５箇所)

 1.図１のようにグリルモールＬＨ⑩貼付部
　 汚れを取り除き、ＩＰＡ又はホワイトガ
　 ソリンで一方向にふいて脱脂する。

目次 

 

１．表紙、適合表、構成部品表、構成部品図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１～２

２．取付け・取扱いご注意(作業者の方へ)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

３．目次、取付けに必要な工具・保護具・消耗品、取付構成図・・・・・・・・・・・４

４．取付け要領・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４～１２

５．取付け後の確認・点検・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２

取付けに必要な工具・保護具・消耗品
・加工用工具（ハサミ、カッター等）・ヤスリ ・リベッター

・保護メガネ・軍手・保護シート・保護テープ・マスキングテープ・厚紙

・ホワイトガソリン又はイソプロピルアルコール（ＩＰＡ）・清潔なウエス

■

■
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■ 取付構成図

図2

図1 □グリルモールの取付
※本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示して
　おります、ＲＨも同様に行ってください。

フロントスポイラー①

グリルモールＬＨ⑩
グリルモールＲＨ⑨

全剥がし

脱脂

フロントグリル

グリルモール裏面図

全剥がし

注意：グリルモール⑨⑩は２色同梱され
　　　ています。ロアグリルの色に合わ
　　　せて取付けてください。

！

アドバイス:脱脂作業を行う際は、換気に
           注意して、火気を近づけない
           よう注意してください。

アドバイス:脱脂作業要領書(別紙)を参照
　　　　　 してください。

フロントバンパー
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！ 注意：両面テープの接着力を最大限に発揮させる為、貼付け作業前に両面テープ部及び車両の貼付け部
　　　をドライヤー等で約４０℃程度に暖めてください。

注意：両面テープ接着後２４時間以内は洗車しないでください。！

警告：両面テープは十分に圧着して下さい。圧着が不十分な場合は、浮き剥れの発生する恐れがあり
　　　ます。
！

アドバイス:両面テープの接着力は安定するまでに３～５時間程度必要です。製品の取付け後は、最短
           ３時間程度、強い振動や風圧(車両の移動を含む)が、かからないようにオープンタイム(
　　　　　 静止時間)をお取りください。

 3.図３のようにフロントグリルにグリルモールＬＨ⑩を貼付け圧着する。｛４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上｝
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 (左右各１箇所）

図3 フロントグリル フロントバンパー

グリルモールＬＨ⑩

フォグランプ側に突き当てる

図4

 1.図４のようにフロントスポイラー①をボディ色で塗装する。

■未塗装品の取扱いについて
下記は、未塗装品(MS341-33002-NP)の塗装前、塗装後の作業を記載しています。下記要領に従い作業を行ってください。

□フロントスポイラーの塗装
※本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示しております、ＲＨも同様に行ってください。

注意：脱脂をする場合は、ＩＰＡ又はホワイトガソリンを使用し、シリコンオフおよびシンナーは使
　　　用しないでください。プライマーが溶ける恐れがあります。
！

注意：乾燥温度を70℃以上に上げますと､製品に変形や割れが発生しますので乾燥温度には十分注意し
　　　てください。強制乾燥させる場合は製品が変形しないように固定してください。
！

注意：モール貼付面、両面テープには、絶対に塗装しないでください。接着力が低下します。
　　　マスキングテープを貼るなどして、対応してください。
！

Ａ

フロントスポイラー①

Ａ
Ｂ

Ｂ

Ｃ

マスキング

塗装範囲
ボディ色

Ｃ

Ａ-Ａ

Ｂ-Ｂ Ｃ-Ｃ

マスキング

マス
キング塗装範囲

ボディ色

塗装範囲
ボディ色

塗装範囲
ボディ色

グリルモール
ＬＨ⑩

挟んで圧着

挟んで圧着

１

２



注意：脱脂を行う際、上記以外の溶剤は使用しないでください。油脂分が残り、テープが剥がれる
　　　原因になります。又、プライマーのはみ出しは、シミの原因になりますので注意してください。
！

アドバイス：脱脂、プライマー塗布後は、１０分以上乾燥させてください。

 1.図５のようにモール貼付部の汚れを取除き、ＩＰＡ又はホワイトガソリンで一方向にふいて脱脂し、Ｐ
ＡＣプライマー⑮を塗布する。

□モールの貼付け

No.1704-T1503001 6/12

222‐0002 〒 横浜市港北区師岡町 TEL (045）540‐2121  FAX (045) 540‐2122800 

図5

※本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示しております、ＲＨも同様に行ってください。

モール⑪貼付範囲

Ｅ

Ｅ

フロントスポイラー左側裏面図
脱脂・
プライマー
塗布範囲

Ｅ-Ｅ

脱脂・プライマー
塗布範囲
段差に合わせて
塗布の事

Ｄ部

Ｄ

Ｄ

フロントスポイラー①

段差

段差

モール⑬貼付範囲

Ｅ

ＥＤ

Ｄ

フロントスポイラー①

段差

段差

図6

 2.図６のようにフロントスポイラー①に、モール⑬の離型紙を剥がしながら貼付け、確実に圧着する｡ 
                                             　　　　　　　　　　　　　｛４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上｝

 3.図６のように脱脂した座面にエンブレム⑭を貼付ける。

アドバイス：モールは長めに設定されているので､長さを合わせてハサミ等で切り落としてください｡

注意：両面テープの接着力最大限に発揮させる為、貼付け作業前に両面テープ部及びスポイラーの
　　　貼付け部をドライヤー等で約４０℃程度に暖めてください。
！

Ｄ部

モール貼付範囲

段差基準

Ｅ-Ｅ断面図

モール⑬
巻き込みに注意し
隙間のないように
貼付け

傷付き注意

★未塗装品のみ、フロントスポイラー①取付後にアウター別ピース⑪の取付を行っ
てくさださい。（作業要領：Ｐ１１，１２）

エンブレム⑭
(フロントスポイラー①
　脱脂後に貼付け)

注意：モール⑬は、二色同梱されています。巻末の推奨カラー表を参照してください。！

※凹座面中心に平行貼付
※文字の向きに注意

エンブレム⑭貼付基準
エンブレム⑭
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※本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示して
　おり、ＲＨも同様に行ってください。

 1.図７のように型紙⑥Ａをフロントバンパー
　 のホイールハウス端末部に合わせて貼付け
　 マーキングする。
 　                        (左右各１箇所)

 2.図７のように高さ位置部位を残してキリト
　 リ線で切取り、型紙を剥がす。
 　                        (左右各１箇所)

 5.図９のようにフロントバンパーのＲ止まり
　 から面沿いで寸法を測り、マーキングする。
 　                        (左右各２箇所)

□取付準備

 3.図８のようにφ３、φ７、φ１０のドリル
　 の先端にストッパーになるようガムテープ
 　を巻きつけ、φ３、φ７のドリルでマーキ
　 ング位置に下穴を開ける。
　                         (左右各１箇所）

 4.図８のようにφ１０のドリルを使用して本
　 穴を開け、穴のバリを取り除く。
                           (左右各１箇所）

注意：バリを取除く時には、穴径が大きく
　　　ならないように注意して行ってくだ
　　　さい。

！

アドバイス：穴あけ加工時、ドリルは穴あ
　　　　　　け面に対して垂直にし、マー
　　　　　　キング位置からズレないよう
　　　　　　に注意してください。

注意：作業時は保護メガネを着用してくだ
　　　さい。
！

図7

10mm

ガムテープ

ドリル

図8

図9

ドリル下穴φ３mm、φ７mm

マーキング

車両部品
端末基準

端末基準

拡大図

型紙⑥Ａ

型紙⑥

フロントバンパー

本穴φ１０mm

フロント
バンパー

フロント
バンパー

高さ位置部位

キリトリ線で切取り

115mm
140mm

Ｒ止まり基準

フロントバンパー

フロントグリル

15mm

マーキング

フェンダーライナーリテーナー
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図10

+
+

ドリル下穴φ３mm

本穴φ２６mm

２つの穴を繋げる

フロントバンパー

フロントバンパー

フロントグリル

 6.図10のようにマーキングした位置にφ３の
　 ドリルで下穴をあけ、φ２６のホールソー
　 で本穴をあける。        (左右各２箇所)

 8.図11のように車両から車両タッピングスク
　 リューを取外す。
　　　　　　　　　　　　　（左右各３箇所）

 7.図10のように手順５であけた穴をつなげて、
　 長穴にする。　　　　　　(左右各１箇所)

図11

アドバイス:脱脂作業を行う際は、換気に
           注意して、火気を近づけない
           よう注意してください。

アドバイス:脱脂作業要領書(別紙)を参照
　　　　　 してください。

図12

脱脂

 9.図12のようにフロントスポイラー①取付部
 　の汚れを取り除き、ＩＰＡ又はホワイトガ
　 ソリンで一方向にふいて脱脂する。

注意：バリを取除く時には、穴径が大きく
　　　ならないように注意して行ってくだ
　　　さい。

！

アドバイス：穴あけ加工時、ドリルは穴あ
　　　　　　け面に対して垂直にし、マー
　　　　　　キング位置からズレないよう
　　　　　　に注意してください。

注意：作業時は保護メガネを着用してくだ
　　　さい。
！

車両タッピングスクリュー
（左右各３箇所）

注意：取外した車両タッピングスクリュ
　　　ーは再使用しますので、無くさな
　　　い様に必ず保管してください。

！
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図15

注意：指示部以外の両面テープの離型紙
　　　をすべて剥がしてしまうと、正し
　　　い取付位置に取付けが出来なくな
　　　ります。

！

離型紙

マスキングテープ

フロントスポイラー①

  6.図15の拡大図ようにフロントスポイラーに
 　 付いているリテーナーに、スクエアヘッド
 　 ボルト④を差し込む。    (左右各１箇所）

 7.図15のようにフロントスポイラー①の離型
 　紙を、中央から外側に約３０mm剥がし、マ
 　スキングテープ等で表側に貼付ける。
                        　 (左右各６箇所）

スクエアヘッドボルト④

差し込む

リテーナー

フロントスポイラー左側裏面視

図13 フロントスポイラー左側裏面図

フロントスポイラー①

ＬＥＤデイタイムランプ

Ｊナット③

スクエアヘッドボルト④

Ｊナット③

隙均等

スクエアヘッドボルト④

隙均等

 3.図13のようにＬＥＤデイタイムランプキッ
　 トの取付要領書で組み付けたＬＥＤデイタ
　 イムランプをフロントスポイラー①とのス
　 キが均一になるようにタッピングスクリュ
　 ー②で取り付ける。 　　（左右各２箇所）

 4.タッピングスクリュー②を本締めする。
　　　　　　　　　　　　　（左右各２箇所）

アドバイス:脱脂作業を行う際は、換気に
           注意して、火気を近づけない
           よう注意してください。

アドバイス:脱脂作業要領書(別紙)を参照
　　　　　 してください。

図14

脱脂

 5.図14のようにフロントスポイラー①取付部
 　の汚れを取り除き、ＩＰＡ又はホワイトガ
　 ソリンで一方向にふいて脱脂する。
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フロントバンパー

型紙⑥Ａ
高さ位置

ロアグリルとフロントスポイラー①
の隙を左右均等にする

！ 注意：両面テープの接着力を最大限に発揮させる為、貼付け作業前に両面テープ部及び車両の貼付け部
　　　をドライヤー等で約４０℃程度に暖めてください。

！ 注意：両面テープの離型紙を指示した順に剥がさなかった場合、隙が発生する恐れがあります。

注意：両面テープ接着後２４時間以内は洗車しないでください。！

警告：両面テープは十分に圧着して下さい。圧着が不十分な場合は、浮き剥れの発生する恐れがあり
　　　ます。
！

アドバイス:両面テープの接着力は安定するまでに３～５時間程度必要です。製品の取付け後は、最短
           ３時間程度、強い振動や風圧(車両の移動を含む)が、かからないようにオープンタイム(
　　　　　 静止時間)をお取りください。

 4.図15のようにフロントスポイラー①を型紙⑥Ａの高さに合わせた後、センターとロアグリルの間に左右
　 のズレ、隙が無いか確認し、両面テープの離型紙を番号順に剥がしながら貼付け圧着する。
　｛４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上｝　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　               (左右各４箇所）

図17

１１

４

２

フロントスポイラー①

３Ｆ

Ｆ

ロアグリルフロントスポイラー①

V端をロアグリルのサンに合わせる

フロント
スポイラー①

1mmスキ

ロアグリル

Ｆ－Ｆ部

取付詳細図

（ＦーＦ部）

フロント
スポイラー①

ロアグリル

突き当て基準

取付詳細図

センター部

（センター部）

図16

フロントバンパー

フロントスポイラー①

 2.図16のようにフロントスポイラー①の下面を車両タッピングスクリューで仮締めをする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (左右各３箇所)

 3.図16のようにクリップナット⑤で仮締めをする。　　　　                          (左右各１箇所)

※本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示しております、ＲＨも同様に行ってください。
□取付要領

 1.図16のようにフロントバンパーにフロントスポイラー①をかぶせる。

車両タッピングスクリュー
(左右各３箇所）

フロントバンパー左裏面視

フロントバンパー

フロント
スポイラー①

クリップナット⑤
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 1.図19のようにアウターピース⑪の離型紙を、矢印の向きに約３０mm剥がし、マスキングテープ等で表側
　 に貼付ける。　　                                                          　　(左右各６箇所）

アウター別ピース⑪

フロントスポイラー①

脱脂

図19

離型紙

マスキングテープ

注意：指示部以外の両面テープの離型紙をすべて剥がしてしまうと、正しい取付位置に取付けが出来
      なくなります。
！

□アウターピースの貼付け
※本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示しております、ＲＨも同様に行ってください。

※ここから未塗装品の場合のみ作業を行ってください。

図20

2.図20のようにアウターピース⑨貼付部の汚れを取り除き、ＩＰＡ又はホワイトガソリンで一方向に拭い
て脱脂する。

フロントバンパー

アドバイス:脱脂作業を行う際は、換気に注意して、火気を近づけないよう注意してください。

アドバイス:脱脂作業要領書(別紙)を参照してください。

本締め

5.図18のように仮締めしておいた下面の車両タッピングスクリュー(左右各３箇所)及び、クリップナット
⑤(左右各１箇所)を本締めする｡

本締め

図18

フロントバンパー

フロントスポイラー①

フロントバンパー左裏面視

アウター別ピース左側裏面図

フロントバンパー

フロント
スポイラー①



フロント
スポイラー①

フロントバンパー
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■取付完了後の点検・注意事項
１．フロントスポイラー、及びフロントバンパーがタッピングスクリュー、クリップナットにて、車両に
　　確実に取付けられているか点検する。
２．フロントスポイラー及び車両部品に傷を付けていないか点検する。
３．製品全周に渡り、浮き、剥がれの無い事を確認する。
４．車両のフォグランプ及びＬＥＤデイタイムランプの点灯点検を確認する。
５．作業完了後、車両修理所に従い各種センサー類・灯火類等の再設定を行う。

図22

アウター別ピース⑪

 4.図22のように各部のスキが一定になっていることを確認しながら離形紙を番号順に、剥がしながら貼付
   け圧着する。｛４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上｝ 　　　　　　　　　　　　　　           (左右各５箇所）

 5.仮固定したリベット⑫を打ち込み固定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （左右各３箇所）

！ 注意：両面テープの接着力最大限に発揮させる為、貼付け作業前に両面テープ部及び車両の貼付け部を
      ドライヤー等で約４０℃程度に暖めてください。

！ 注意：両面テープの離型紙を指示した順に剥がさなかった場合、隙が発生する恐れがあります。

注意：両面テープ接着後２４時間以内は洗車しないでください。！

警告：両面テープは十分に圧着して下さい。圧着が不十分な場合は、浮き剥れの発生する恐れがありま
      す。
！

１

１１

３ ４

５５

２

アウター
別ピース⑪

モール突き当て基準

フロント
スポイラー①

カラー№

８Ｗ７

４Ｘ７

４Ｘ１

３Ｔ７

２１８

１Ｆ７

０８９

カラー名

PLATINUM WHITE PEARL MICA

SILVER METALLIC

ATTITUDE BLACK MICA

EMOTIONAL RED

STEEL BLONDE METALLIC

GRAPHITE METALLIC

DARK BLUE MICA METALLIC

推奨モール色

グレー

グレー

ブラック

ブラック

グレー

ブラック

ブラック

■ モール設定　推奨カラー表

リベット⑫

図21  3.図21のようにフロントスポイラー①にアウ
　 ター別ピースをかぶせ、リベット⑫を差し
　 込みマスキングテープ等で仮固定する。
　 　　　　　　　　　　　　(左右各３箇所）

フロント
スポイラー①

フロントバンパー

アウター別ピース⑪

差し込み
マスキングテープで
仮固定する

注意：この時点でリベット⑫を打ち込んで
　　　しまうと離形紙が剥がせなくなって
　　　しまう場合があります。

！
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この度はＴＲＤ ＬＥＤデイタイムランプをお買い上げ頂きありがとうございます。 

本書には上記商品の取付け、取扱いについての要領と注意事項を記載してあります。 

取付け前に必ずお読みのうえ、正しい取付け、取扱いを実施してください。 

なお、本書は必ずお客様にお渡しください。 

 

 
 

■品番・適合■品番・適合■品番・適合■品番・適合一覧表一覧表一覧表一覧表 

品 番 適合 備考 

８１４３０－ＡＶ７００ ＭＳ３４１－３３００１/２ カムリ １７′０７～ 

＊本商品はフロントスポイラー（MS341-33001/2）に装着する専用部品となります。 

＊本書は、ＬＥＤデイタイムランプを装着するための要領を記載しています。 

■構成部品■構成部品■構成部品■構成部品 

No. 部 品 名 個数 備 考 

① ＬＥＤランプ ＲＨ １  

② ＬＥＤランプ ＬＨ １  

③ ランプリテーナーＲＨ １ ＬＥＤランプ用 

④ ランプリテーナーＬＨ １ ＬＥＤランプ用  

⑤ ランプユニット ２ 左右共通 

⑥ ユニットブラケット ２ 左右共通 

⑦ タッピングスクリュー ８ Ｍ４×１０ ランプ・ユニット共通 

⑧ ハーネス １ エンジンルーム用 

⑨ スポンジテープ ５ ５０×１００ 

⑩ 結束バンド １４ Ｌ＝１５０ 

⑪ 結束バンドベース ２ ２０×２０ 

⑫ コルゲートチューブ １ Ｌ＝２００ 

⑬ クランプ ２  

⑭ 取付・取扱要領書 １ 本書は大切に保管してください。 

 ■構成■構成■構成■構成部部部部品図品図品図品図 
 

                 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

  

８１４３０８１４３０８１４３０８１４３０－－－－ＡＶ７００ＡＶ７００ＡＶ７００ＡＶ７００    

ＬＥＤデイタイムランプＬＥＤデイタイムランプＬＥＤデイタイムランプＬＥＤデイタイムランプ    取付・取扱要領書取付・取扱要領書取付・取扱要領書取付・取扱要領書 

 

 

 

 

 

①②①②①②①②    ③④③④③④③④    ⑥⑥⑥⑥    ⑦⑦⑦⑦    

⑧⑧⑧⑧    

 

⑫⑫⑫⑫    ⑪⑪⑪⑪    ⑩⑩⑩⑩    ⑨⑨⑨⑨    ⑬⑬⑬⑬    

★本商品は未登録車への取付けは出来ません。必ず車両登録後に行ってください。 

⑤⑤⑤⑤    

⑭⑭⑭⑭    
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        作業を行なう前に必ずお読み作業を行なう前に必ずお読み作業を行なう前に必ずお読み作業を行なう前に必ずお読みのうえのうえのうえのうえ、安全で確実な取付け作業を行ってください。、安全で確実な取付け作業を行ってください。、安全で確実な取付け作業を行ってください。、安全で確実な取付け作業を行ってください。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

本商品への改造・加工、及び適合車種以外への装着は絶対に行わないでください。 

破損や故障により重大な事故の原因となる可能性があります。 

取付け作業は、必ずエンジンやマフラーなどが冷えていることを確認して行ってください。 

エンジンルームやマフラーなどが熱い状態での作業は、ヤケドや思わぬケガをするおそれがあります。 

取付け作業は、必ず平坦な場所でエンジンを停止して、車両が動かないことを確認して行なってください。 

予期せずに車両が動き、体を挟むなどの重大な事故の原因となります。 

取付けの際は、規定トルクに従って、取付けボルト・ナット類を締付けてください。 

取付け時に緩みがあると徐々に緩んで、脱落などにより重大な事故や故障を招くおそれがあります。 

また締付トルクが過大だとボルトやナットを破損するおそれがあります。 

取付け後、本商品と車両や車両部品との干渉が無いことを確認してください。 
 

 

本商品の取付け・交換は必ずトヨタ販売店及び、専門の修理工場にて行ってください。 

本商品の取付け・交換は、該当車両の修理書(トヨタ自動車㈱発行)に従い、本書の注意事項をまもり 

作業を行ってください。 

本商品を取付け前に、本体・構成部品がすべて揃っていること、損傷や不具合が無いことを確認して 

ください。取付け後に発覚した損傷や不具合のクレームには、対応できない場合があります。 

   本商品の取付けは、キズ付き防止のため保護シートの上で取扱いを行ない、同時に取付け部を保護材にて 

   養生をしたうえで作業を行ってください。取付け作業時のキズ付きや破損に十分に注意してください。 

   本商品の取付けで清掃・脱脂の際にシンナーやベンジン等の、有機溶剤の使用は絶対に行わないでください。 

変色や変形の原因となります。 

   脱脂作業を行う際は火気に十分注意し、清潔なウエスを使用して、ホワイトガソリン又はイソプロピルアル 

コール(ＩＰＡ)をご準備いただき確実な脱脂(油脂分の除去)を行ってください。上記以外のパーツ・ブレーキ 

クリーナー等、その他の溶剤は絶対に使用しないでください。ハガレやウキの原因となります。 

本商品に塗装をする際は、乾燥温度にご注意ください。乾燥温度が７０℃以上の場合、製品に変形やワレが 

発生しますので十分に注意してください。強制乾燥させる際は製品の変形の無いよう固定してください。 

本商品の両面テープは、環境温度が２０℃以下の低温時には接着能力が著しく低下します。 

取付けの際は作業環境と製品・車両の表面温度が２０℃以下にならない環境で作業してください。 

温度が低い時は製品と車両の表面温度が２０度以上になるように暖めて、取付け作業を行ってください。 

両面テープの接着力は安定するまでに３～５時間程度必要になります。製品の取付け後は、最短３時間程度は、 

強い振動や風圧(車両の移動を含む)が、かからないようにオープンタイム(静止時間)をお取りください。   

   本商品の取付け後２４時間は、洗車や水(水拭きを含む)・雨などが、かからないようにしてください。 

  装着後の注意事項を守らなかった場合、製品のハガレやウキなどの不具合の原因になります。 

 

必ず必ず必ず必ず行う行う行う行うことことことこと    やってはいけないことやってはいけないことやってはいけないことやってはいけないこと    

警告警告警告警告    この内容に従わず、誤った取付け・取扱いを行うと人が死亡したり、この内容に従わず、誤った取付け・取扱いを行うと人が死亡したり、この内容に従わず、誤った取付け・取扱いを行うと人が死亡したり、この内容に従わず、誤った取付け・取扱いを行うと人が死亡したり、 

重傷等を負う可能性がある内容について書かれています。重傷等を負う可能性がある内容について書かれています。重傷等を負う可能性がある内容について書かれています。重傷等を負う可能性がある内容について書かれています。 

 

注意注意注意注意    この内容に従わず、誤った取付け・取扱いを行うと人が傷害を受けたり、この内容に従わず、誤った取付け・取扱いを行うと人が傷害を受けたり、この内容に従わず、誤った取付け・取扱いを行うと人が傷害を受けたり、この内容に従わず、誤った取付け・取扱いを行うと人が傷害を受けたり、    
物的損害の可能性がある内容について書かれています。物的損害の可能性がある内容について書かれています。物的損害の可能性がある内容について書かれています。物的損害の可能性がある内容について書かれています。    

注意注意注意注意    

警告警告警告警告    

取付け・取扱い上取付け・取扱い上取付け・取扱い上取付け・取扱い上のご注意（取付け作業者の方へ）のご注意（取付け作業者の方へ）のご注意（取付け作業者の方へ）のご注意（取付け作業者の方へ）    

スピーディに作業していただくうえで知っておいていただきたいことをスピーディに作業していただくうえで知っておいていただきたいことをスピーディに作業していただくうえで知っておいていただきたいことをスピーディに作業していただくうえで知っておいていただきたいことを    
記載しています。記載しています。記載しています。記載しています。    アドバイスアドバイスアドバイスアドバイス    



NO. 1704-T1516001 3/10 

 

 

 

 

   ビニールテープをご使用の際は、必ず難燃性の耐熱ビニールテープを使用してください 
   推奨品：Ｖ９６５０－０４８４推奨品：Ｖ９６５０－０４８４推奨品：Ｖ９６５０－０４８４推奨品：Ｖ９６５０－０４８４    （耐熱ビニールテープ・灰色）（耐熱ビニールテープ・灰色）（耐熱ビニールテープ・灰色）（耐熱ビニールテープ・灰色）    
 
   バッテリー復元作業後は、機能部品に初期化や調整が必要な場合があります。取付け作業後は 

必ず該当車両の修理書に従い、初期化・調整作業の有無をご確認ください。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品を取付ける際は部品を取付ける際は部品を取付ける際は部品を取付ける際は 

        ・部品サイズにあった工具を使用する。・部品サイズにあった工具を使用する。・部品サイズにあった工具を使用する。・部品サイズにあった工具を使用する。 

 

        ・部品の裏側に注意して、配線の噛み込みやビスの接触、・部品の裏側に注意して、配線の噛み込みやビスの接触、・部品の裏側に注意して、配線の噛み込みやビスの接触、・部品の裏側に注意して、配線の噛み込みやビスの接触、 

断線に断線に断線に断線に十分に十分に十分に十分に注意する。注意する。注意する。注意する。 

                                                                                                 

ＬＥＤデイタイムランプ配線ＬＥＤデイタイムランプ配線ＬＥＤデイタイムランプ配線ＬＥＤデイタイムランプ配線取付け取付け取付け取付け上の上の上の上の注意注意注意注意事項事項事項事項    

取付ける前に取付ける前に取付ける前に取付ける前に 

        ・・・・作業前に、必ずバッテリーの作業前に、必ずバッテリーの作業前に、必ずバッテリーの作業前に、必ずバッテリーの⊖側側側側ケーブルをケーブルをケーブルをケーブルをはずすはずすはずすはずす。。。。 

 

 

 

 

 

配線の取りまわしは配線の取りまわしは配線の取りまわしは配線の取りまわしは 

         

・コネクターは必ず本体を持って・コネクターは必ず本体を持って・コネクターは必ず本体を持って・コネクターは必ず本体を持ってはずはずはずはずし、配線は引っ張らし、配線は引っ張らし、配線は引っ張らし、配線は引っ張らなななない。い。い。い。 

 

 

 

・バリ・エッジ部は、ガムテープ等で保護をする。・バリ・エッジ部は、ガムテープ等で保護をする。・バリ・エッジ部は、ガムテープ等で保護をする。・バリ・エッジ部は、ガムテープ等で保護をする。 

 

 

 

 

・コネクターは「カチッ」と、音がするまで確実に接続して、・コネクターは「カチッ」と、音がするまで確実に接続して、・コネクターは「カチッ」と、音がするまで確実に接続して、・コネクターは「カチッ」と、音がするまで確実に接続して、 

配線は無理なチカラで引配線は無理なチカラで引配線は無理なチカラで引配線は無理なチカラで引っ張らない。っ張らない。っ張らない。っ張らない。 

 

 

配線のクランプは配線のクランプは配線のクランプは配線のクランプは 

・結束バンドは配線が動かない程度に締めて、締めすぎない。・結束バンドは配線が動かない程度に締めて、締めすぎない。・結束バンドは配線が動かない程度に締めて、締めすぎない。・結束バンドは配線が動かない程度に締めて、締めすぎない。 

・結束バンドの余った部分は、エッジにならないようにカットする。・結束バンドの余った部分は、エッジにならないようにカットする。・結束バンドの余った部分は、エッジにならないようにカットする。・結束バンドの余った部分は、エッジにならないようにカットする。 

・カットした端末が、ほかの配線と接触しないようにする。・カットした端末が、ほかの配線と接触しないようにする。・カットした端末が、ほかの配線と接触しないようにする。・カットした端末が、ほかの配線と接触しないようにする。 

・コネクター・コネクター・コネクター・コネクターが振動によりが振動によりが振動によりが振動により異音がしないように、確実に固定する。異音がしないように、確実に固定する。異音がしないように、確実に固定する。異音がしないように、確実に固定する。 

バッテリー接続中に作業を行なう際は、エアバックセンサー等に衝撃を与えないようにバッテリー接続中に作業を行なう際は、エアバックセンサー等に衝撃を与えないようにバッテリー接続中に作業を行なう際は、エアバックセンサー等に衝撃を与えないようにバッテリー接続中に作業を行なう際は、エアバックセンサー等に衝撃を与えないように 

十分に注意して作業を行なってください。十分に注意して作業を行なってください。十分に注意して作業を行なってください。十分に注意して作業を行なってください。 

注意注意注意注意    
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４．４．４．４．目次、取付けに必要な工具・保護具・消耗品、目次、取付けに必要な工具・保護具・消耗品、目次、取付けに必要な工具・保護具・消耗品、目次、取付けに必要な工具・保護具・消耗品、配線概要図配線概要図配線概要図配線概要図・・・・・・・・・・・４・・・・・・・・・・・４・・・・・・・・・・・４・・・・・・・・・・・４    

５５５５．．．．取付け要領・・・・・・・・取付け要領・・・・・・・・取付け要領・・・・・・・・取付け要領・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５５５５～～～～９９９９    

６６６６．．．．取付け後の確認・点検取付け後の確認・点検取付け後の確認・点検取付け後の確認・点検・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１１１００００    

７７７７．．．．回路図回路図回路図回路図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１１１００００    

    
■■■■取付けに必要な工具・保護具・消耗品取付けに必要な工具・保護具・消耗品取付けに必要な工具・保護具・消耗品取付けに必要な工具・保護具・消耗品    
    
・・・・一般一般一般一般工具工具工具工具、トルクレンチ、、トルクレンチ、、トルクレンチ、、トルクレンチ、ドリルドリルドリルドリル、、、、キリキリキリキリ、、、、    

・・・・保護シート保護シート保護シート保護シート、、、、保護テープ保護テープ保護テープ保護テープ、、、、ビニールビニールビニールビニールテープテープテープテープ    

・ホワイトガソリン又はイソプロピルアルコール（ＩＰＡ）・ホワイトガソリン又はイソプロピルアルコール（ＩＰＡ）・ホワイトガソリン又はイソプロピルアルコール（ＩＰＡ）・ホワイトガソリン又はイソプロピルアルコール（ＩＰＡ）、、、、清潔なウエス清潔なウエス清潔なウエス清潔なウエス    

 
 
 
 
■■■■配線概要図配線概要図配線概要図配線概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

    
LED ﾗﾝﾌﾟ 

LED ﾗﾝﾌﾟ ﾗﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 

ﾊｰﾈｽ 
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■ ＬＥＤデイタイムランプＬＥＤデイタイムランプＬＥＤデイタイムランプＬＥＤデイタイムランプ取付けについて取付けについて取付けについて取付けについて    
下記は、ＬＥＤデイタイムランプの取付け準備・配線取廻し作業を記載しています。 

該当車両の修理書(トヨタ自動車㈱発行）に従い、本書の注意事項・要領のとおり作業を行ってください。 

※※※※本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示しております本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示しております本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示しております本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示しております    

ＲＨも同様に行ってください。ＲＨも同様に行ってください。ＲＨも同様に行ってください。ＲＨも同様に行ってください。    

し                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□□□□取付け作業取付け作業取付け作業取付け作業    

１．該当車両の修理書に従い、フロントバンパーカバーを 

取外す。 

 

２．図 1 のように、コルゲートチューブ⑫を１００㎜の 

長さにカットして、コネクターより約３０㎜の位置に 

ビニールテープで巻きつける。 

 

 

 

 

 

３．図 1 のように、ハーネス２本が離れないように 

根元にビニールテープを巻きつける。 

 

４．図２のように、ＬＥＤランプ②にランプリテーナー④ 

をタッピングスクリュー⑦２本で組付ける。 

（左右各２箇所） 

 

   

  

 

         

 
 
  

 

 

５．図３のように、ランプユニット⑤をユニットブラケット⑥ 

にタッピングスクリュー⑦２本で組付ける。 

（左右各２箇所） 
 

 

 

 

 

図図図図２２２２  

 

ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞｽｸﾘｭｰ⑦ 

LED ﾗﾝﾌﾟ② 

ﾗﾝﾌﾟﾘﾃｰﾅｰ④ 

ポイントポイントポイントポイント 

コルゲートチューブへのビニールテープの巻きつけは、 

ハーフラップで巻きつけてください 

※スポイラーへの※スポイラーへの※スポイラーへの※スポイラーへのＬＥＤランプＡＳＳＹＬＥＤランプＡＳＳＹＬＥＤランプＡＳＳＹＬＥＤランプＡＳＳＹ    の組の組の組の組付けは付けは付けは付けは、、、、    

フロントスポイラーフロントスポイラーフロントスポイラーフロントスポイラーの取付の取付の取付の取付要領書に従い要領書に従い要領書に従い要領書に従い、、、、組付けを組付けを組付けを組付けを    

行ってください。行ってください。行ってください。行ってください。    

 

図図図図３３３３ 

ﾗﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ⑤ 
ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞｽｸﾘｭｰ⑦ 

ﾕﾆｯﾄﾌﾞﾗｹｯﾄ⑥ 

 

 

 

 

 

図１図１図１図１ 

 

30㎜㎜㎜㎜ 

ｺﾙｹﾞｰﾄﾁｭｰﾌﾞ⑫ 

※100㎜にｶｯﾄして使用 

ﾊｰﾈｽﾁｭｰﾌﾞの根元に 2巻程度 

ﾋﾞﾆｰﾙﾃｰﾌﾟを巻きつける 
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６．図４のように、ランプユニット⑤の２Ｐコネクターに 

  クランプ⑬を組付ける。      （左右各１個） 

              

 

 

 

 

 

 

７．図５のように、ユニットブラケットのクランプ穴に 

  コネクターを組付け、ハーネスの余長をビニール 

テープで束ねる。         （左右各１個） 

 

 

 

 

 

 

 

８．図６のように、車両のフロントリインホースメントの 

  取付けボルトを取外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．図７のように、車両右側ウォッシャーモーターの 

  ２Ｐコネクターとクランプを外す。 

ＬＨ側のみＬＨ側のみＬＨ側のみＬＨ側のみ 

 

 

 

図図図図４４４４ 

ｸﾗﾝﾌﾟ⑬ 

ﾗﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 

2P ｺﾈｸﾀｰ 

    

図図図図５５５５ 

車両外側 

 

 

図図図図６６６６        ﾌﾛﾝﾄﾘｲﾝﾎｰｽﾒﾝﾄ左側図ﾌﾛﾝﾄﾘｲﾝﾎｰｽﾒﾝﾄ左側図ﾌﾛﾝﾄﾘｲﾝﾎｰｽﾒﾝﾄ左側図ﾌﾛﾝﾄﾘｲﾝﾎｰｽﾒﾝﾄ左側図 

Fr ﾘｲﾝﾎｰｽﾒﾝﾄ取付ﾎﾞﾙﾄ 

取外した車両ボルトは再使用しますので、 

無くさないよう保管してください。 

注意注意注意注意    

 

図図図図７７７７        ｳｫｯｼｬｰﾓｰﾀｰ付近図ｳｫｯｼｬｰﾓｰﾀｰ付近図ｳｫｯｼｬｰﾓｰﾀｰ付近図ｳｫｯｼｬｰﾓｰﾀｰ付近図 

ｺﾈｸﾀｰを 

外す 

ｸﾗﾝﾌﾟを 

外す 
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１０．図８のように、ハーネス⑧２Ｐコネクターの 

メス側をウォッシャーモーターに接続する。 

 

１１．図８のように、ハーネス⑧２Ｐコネクターの 

   オス側に車両から外した、ウォッシャーモーターの 

   ２Ｐコネクターを接続する 

 

１２．接続したコネクター部にクッションテープを 

巻きつける  

 

１３．図８を参考に、ハーネスの余長を束ねて、コネ 

クターのオス側が下になる様に結束バンド⑩で 

固定する。 

 

１４．図８を参考に、ハーネス⑧のヒューズボックスを 

   ヘッドライト下を通して、ラジエータリザーバー 

タンク前に配置する。 

 

１５．図９のように、ハーネス⑧を車両クランプ穴を 

使用して、結束バンド⑩で固定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６．図１０のように、ハーネス⑧のヒューズボックスを 

   車両クランプ穴とヘッドランプ下の車両配線に 

結束バンド⑩で固定する。 

 

図図図図８８８８        ｳｫｯｼｬｰﾀﾝｸ付近図ｳｫｯｼｬｰﾀﾝｸ付近図ｳｫｯｼｬｰﾀﾝｸ付近図ｳｫｯｼｬｰﾀﾝｸ付近図 

車両配線とハーネスの 

余長を束ねて、車両配線 

クランプ部に結束バンドで 

固定する 

 

   

図図図図９９９９        ｳｫｯｼｬｰﾓｰﾀｰ付近図ｳｫｯｼｬｰﾓｰﾀｰ付近図ｳｫｯｼｬｰﾓｰﾀｰ付近図ｳｫｯｼｬｰﾓｰﾀｰ付近図 

車両クランプ穴に 

結束バンドで 

固定する 

 

図図図図１１１１００００        ﾘｻﾞﾘｻﾞﾘｻﾞﾘｻﾞｰﾊﾞｰﾀﾝｸ付近図ｰﾊﾞｰﾀﾝｸ付近図ｰﾊﾞｰﾀﾝｸ付近図ｰﾊﾞｰﾀﾝｸ付近図 

ヒューズボックスは、必ず蓋が上を向くように 

固定してください。 

 

ハーネスが車両のスクリューやホース・チュー 

ブ類と干渉が無いことを確認してください。 

注意注意注意注意    
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１７．図１１のように、フロントリインホースメント 

   の取付け部にランプユニットＡＳＳＹを車両の 

取付けボルトを使用して規定トルクで締付ける。 

   （左右各１個）【締付トルク【締付トルク【締付トルク【締付トルク::::４３４３４３４３Ｎ・ｍ】Ｎ・ｍ】Ｎ・ｍ】Ｎ・ｍ】    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

１８．図１２のように、ウォッシャータンク側から 

   フロントリインホース側へハーネス⑧を通す。 

 

１９．図１２のように、結束バンド⑩と結束バンド 

ベース⑪を使用してハーネス⑧を仮固定する 

    

 

 

図図図図１１１１１１１１        ﾌﾛﾝﾄﾘｲﾝﾎｰｽ左側図ﾌﾛﾝﾄﾘｲﾝﾎｰｽ左側図ﾌﾛﾝﾄﾘｲﾝﾎｰｽ左側図ﾌﾛﾝﾄﾘｲﾝﾎｰｽ左側図 

ﾗﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 
ASSY 

ﾘｲﾝﾎｰｽﾒﾝﾄ取付けﾎﾞﾙﾄ 

【締付トルク【締付トルク【締付トルク【締付トルク::::４３４３４３４３Ｎ・ｍ】Ｎ・ｍ】Ｎ・ｍ】Ｎ・ｍ】 

 

 

図図図図１１１１２２２２        ﾘｻﾞｰﾊﾞｰﾀﾝｸ付近図ﾘｻﾞｰﾊﾞｰﾀﾝｸ付近図ﾘｻﾞｰﾊﾞｰﾀﾝｸ付近図ﾘｻﾞｰﾊﾞｰﾀﾝｸ付近図 

結束ﾊﾞﾝﾄﾞﾍﾞｰｽを 

貼付け結束ﾊﾞﾝﾄﾞ 
で仮固定する 

ﾘｲﾝﾎｰｽの 

ﾎﾞﾙﾄ穴を使用して 

結束ﾊﾞﾝﾄﾞで仮固定する 

ｳｫｯｼｬｰﾀﾝｸの 

ﾘﾌﾞに 

結束ﾊﾞﾝﾄﾞで 

仮固定する 

ハーネスの仮固定は、ハーネスの余長を調整でき 

る程度に結束バンドを締めてください。 

締めすぎると、余長の調整が出来なくなります。 

注意注意注意注意    
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２０．図１３のように、フロントリインホースメント上側の車両ハーネスに沿わせてハーネス⑧を 

通してユニットＡＳＳＹのコネクターと接続させる。              （左右各 1箇所） 

 

２１．図１３のように、車両配線のクランプ部を目安に結束バンド⑩を使用してハーネス⑧を仮固定する。 

                                           (４箇所) 

２２．図１３のＬＨ端部は結束バンドベース⑪を貼付けて結束バンド⑩を使用して仮固定する。 

                                         （左側１箇所） 
 

 

    

図図図図１１１１３３３３        フロントリインホース正面図フロントリインホース正面図フロントリインホース正面図フロントリインホース正面図 

・・・・ハーネスの通線ハーネスの通線ハーネスの通線ハーネスの通線ととととクランプクランプクランプクランプはははは、車両ハーネスと同様の位置を通、車両ハーネスと同様の位置を通、車両ハーネスと同様の位置を通、車両ハーネスと同様の位置を通線線線線、、、、及及及及びびびびクランプクランプクランプクランプしてください。してください。してください。してください。 

・左右エアガイド部はリインホースとエアガイドの間を通してください。・左右エアガイド部はリインホースとエアガイドの間を通してください。・左右エアガイド部はリインホースとエアガイドの間を通してください。・左右エアガイド部はリインホースとエアガイドの間を通してください。 

ポイントポイントポイントポイント 

２３．図１４のように、ヘッドランプ下のアース 

   ボルトを一旦取外し、ハーネス⑧の丸端子と 

   共締めで取付け、規定トルクで締付ける。 

【締付トルク【締付トルク【締付トルク【締付トルク::::１０１０１０１０ＮＮＮＮ････ｍ】ｍ】ｍ】ｍ】    

    

２４．図１４のように、フロントリインホースの 

   ボルト穴を使用して、結束バンド⑩で仮固定 

   する。 

 

２５．ハーネス各部に、干渉やたるみ等がないことを 

   確認して、仮固定した結束バンド⑩を固定する。 

 

２６．バッテリーのマイナスターミナルを仮組付けし 

   ＬＥＤランプの単体点灯点検を行う。 

・ワイヤーハーネスの・ワイヤーハーネスの・ワイヤーハーネスの・ワイヤーハーネスの固定は、ハーネスがうごかない程度に結束バンドを固定は、ハーネスがうごかない程度に結束バンドを固定は、ハーネスがうごかない程度に結束バンドを固定は、ハーネスがうごかない程度に結束バンドを締めてください。締めてください。締めてください。締めてください。 

    締めすぎに締めすぎに締めすぎに締めすぎに注意してください。注意してください。注意してください。注意してください。 

注意注意注意注意    

 

 

 

図図図図１１１１４４４４        左側リインホース付近図左側リインホース付近図左側リインホース付近図左側リインホース付近図 

ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟ下ｱｰｽﾎﾟｲﾝﾄに 

ﾊｰﾈｽ⑧を接続する 

ﾘｲﾝﾎｰｽの 

ﾎﾞﾙﾄ穴を 

使用して 

結束ﾊﾞﾝﾄﾞで 

仮固定する 

【締付トルク【締付トルク【締付トルク【締付トルク::::１０１０１０１０Ｎ・ｍ】Ｎ・ｍ】Ｎ・ｍ】Ｎ・ｍ】 

車両ﾊｰﾈｽに 

結束ﾊﾞﾝﾄﾞで 

仮固定する 

 

 



NO. 1704-T1516001 10/10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 回路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■    取付け後の確認・注意事項取付け後の確認・注意事項取付け後の確認・注意事項取付け後の確認・注意事項    
１． タッピングスクリュー・ナットが確実に、締付けられていることを確認する。 
２． ハーネスに無理な力がかかっていないか、噛み込みや鋭利なエッジ部に干渉が無いことを確認する。 

フロントスポイラー取付フロントスポイラー取付フロントスポイラー取付フロントスポイラー取付要領書に従い、要領書に従い、要領書に従い、要領書に従い、ＬＥＤランプをＬＥＤランプをＬＥＤランプをＬＥＤランプを    
フロントスポイラーフロントスポイラーフロントスポイラーフロントスポイラーに組に組に組に組付け付け付け付けたたたたああああととととににににフロントスポイラーフロントスポイラーフロントスポイラーフロントスポイラーをををを    
車両に車両に車両に車両に取付けてください。取付けてください。取付けてください。取付けてください。    

    
※フロントスポイラー取付け後に、再度ＬＥＤランプの点灯確認を行ってください。※フロントスポイラー取付け後に、再度ＬＥＤランプの点灯確認を行ってください。※フロントスポイラー取付け後に、再度ＬＥＤランプの点灯確認を行ってください。※フロントスポイラー取付け後に、再度ＬＥＤランプの点灯確認を行ってください。    

    

すべての作業が完了後、すべての作業が完了後、すべての作業が完了後、すべての作業が完了後、⊖バッテリーターミナルのバッテリーターミナルのバッテリーターミナルのバッテリーターミナルの本本本本締締締締めめめめ・各種再設定・ダイアグ・各種再設定・ダイアグ・各種再設定・ダイアグ・各種再設定・ダイアグの消去をの消去をの消去をの消去を    
修理書に従い修理書に従い修理書に従い修理書に従い行ってください。行ってください。行ってください。行ってください。                                【【【【⊖ﾊﾞｯﾃﾘｰﾀｰﾐﾅﾙﾊﾞｯﾃﾘｰﾀｰﾐﾅﾙﾊﾞｯﾃﾘｰﾀｰﾐﾅﾙﾊﾞｯﾃﾘｰﾀｰﾐﾅﾙの締付けの締付けの締付けの締付けﾄﾙｸﾄﾙｸﾄﾙｸﾄﾙｸ：５．４：５．４：５．４：５．４Ｎ・ｍ】Ｎ・ｍ】Ｎ・ｍ】Ｎ・ｍ】    

    

 


